
　各公民館が１年を通じて開催する定期講座の平成 23 年
度受講生を募集します。茶道や華道をはじめ、料理、手芸
など約 100 講座を用意。いずれも対象は初心者で市内在住
か在勤の 18 歳以上。開催日時、定員、参加費などは各講
座で異なります。申し込みは、２月 19 日（土）～３月 18
日（金）に各公民館へ。

お菓子づくり、和紙ちぎり絵、料理、ドライ＆プリザーブドア
レンジメント、絵画、俳句、いきいき楽しく歌声サロン、健康
体操、茶道（裏千家）、絵手紙、太極柔力球、ジュエリークロ
ッシェ

盆栽、書道、健康体操、着物着付、旬の料理、高齢者キーボード、
華道（池坊）、健康エクササイズ、大正琴、パッチワークキルト、
想作手房（編物・転写染め、小物作り）、茶道（裏千家）、韓国語、
英会話、らくらく・ヒーリング・ヨーガ、野外ハイク・自然観察、
フラワーアレンジメント、中国語

書道、実用書道、謡曲（観世流）、手芸・手編み、中国語、華道（池
坊）、前結び着付、洋画、絵てがみ、からだに優しい体操、写真、
パッチワーク・キルト、版画、茶道（裏千家）、墨絵、韓国語、
俳句

実用習字、茶道、短歌、中国語、着付、料理、ステンドグラス、
和紙ちぎり絵、太極拳入門、いきいき楽しく歌いましょう、大
正琴、絵手紙、フラワーデザイン、押し花、ロマンドール、華道、
版画

華道（池坊）、健康料理、民踊、新舞踊、大正琴（琴遊会）岡田、
カラオケ、トールペインティング、絵手紙

箏
そう

曲（琴）生田流、囲碁、らくらくヨーガ、華道（池坊）、短歌、
健康体操（ストレッチ）、民踊、料理、トールペイント、絵てがみ、
きもの着付、健康トレーニング

陶芸、子育てクッキング、料理、男性料理、木好大工、華道（嵯
峨御流）、グラスアート、書道（実用・手紙）、パソコン、創作
山野草盆栽、パワーヨガ、パン＆お菓子作り、家庭菜園、ジュ
エリークロッシェ、あんぎん編み、太極柔力球、茶道（表千家）、
前結び着付

東公民館（☎62・1237）

（２）（３）　　　広報まいづる／平成 23 年（2011）２月 16 日号 （携帯ホームページ）http://www.city.maizuru.kyoto.jp/icity/ のあと、機種によって、i-mode、ez-web、j-sky を入力携帯電話マークがついた催しは、携帯ホームページにも掲載しています。

歳時記新着図書 （２月 16 日～３月 15 日）❖３月３日…ひな祭り、耳の日❖３月６日
…啓蟄❖３月８日…国際女性デー❖３月 15 日…中学校卒業式。

西図書館（☎ 75・5406）

東図書館（☎62・0190） 文化事業団（☎ 64・0880）
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赤煉
れ ん が

瓦談義

よちよちパーク

赤い羽根共同募金・歳末
友愛運動　協力ありがとう

《ひよこ教室》３月９日（水）・
16 日（水）・25 日（金）。10 時
～ 11 時 30 分。絵本の読み聞か
せや３Ｂ体操、保護者同士の交流
など。対象は１歳児とその保護者。
先着 15 組。無料。

《エアロビクスでリフレッシュ》
３月 11 日（金）10 時 30 分～
11 時 30 分。講師は永田智子さ
ん。対象は就学前の子どもとその
保護者。先着 20 組。参加費 200
円（託児代が別途必要）。
　いずれも会場は中総合会館。申
し込みは、２月 17 日（木）から
電話で。

　２月 25 日（金）10 時 15 分
～ 12 時、東公民館。子ども服
や育児用品などのフリーマーケ
ット。14 店が出店。問地域子育
て支援センターよちよち広場（☎
63・4821）

《親子ビクス（親子体操）遊び》
２月 23 日（水）10 時～ 11 時。
講師は長崎優子さん。対象は１
歳６か月以上の就学前の子ども
とその母親。先着 15 組。参加
費 250 円。申し込みは、２月
21 日（月）までに電話で。

《ワクワクマーケットさるなぁ
と出店者募集》３月３日 ( 木 )10
時～ 12 時。衣類や雑貨、育児用
品などのフリーマーケット。先着
25 店。出店無料。地域子育て支
援センターさるなぁととの共催。
申し込みは、２月 26 日（土）ま
でに電話で。

　３月１日（火）13 時 30 分～
15 時 30 分、男女共同参画セン
ター（フレアス舞鶴）。子育て支
援や観光ガイドなどのボランテ
ィア活動や趣味を生かした取り
組みを通じて地域で活躍してい
る男性が活動事例を紹介。対象
は 50 歳以上の男性（夫婦での参
加も可）。先着 30 人。無料。託
児あり（予約が必要）。申し込み
は、２月 27 日（日）までに電
話かファクスで同センター（☎
65・0055、ＦＡＸ 62・0872）へ。

　３月５日 ( 土 )13 時～ 15 時
30 分、身障センター。対象は
市内在住の障害児・者と高齢
者。無料。申し込みは、前日ま
でに電話かファクス、電子メー
ル（m-himawari@juno.ocn.
ne.jp）で同センター（☎ 63・
3008、ＦＡＸ 62・9546）へ。

　３月５日（土）13 時～ 16 時、
総合文化会館。先着 15 人。参
加費 1,200 円。申し込みは、２
月 25 日（金）までに電話で花
と緑の公社（☎ 68・1187）へ。

　３月 11 日（金）９時～ 16
時、城南会館。対象は市内在住
の 60 歳以上。先着 20 人。参
加費 1,000 円（昼食代を含む）。
申し込みは、３月５日（土）ま
でに電話で同館（☎ 78・1800）
へ。

　２月 21 日（月）18 時～ 19 時
30 分、赤れんが博物館。「鉄の構
造物の歩み」をテーマに近代に
おける鉄製構造物などについて解
説。先着15人。無料。申し込みは、
前日までに電話かファクスで同館

（☎ 66・1095、ＦＡＸ 64・5123）へ。

《おはなし会》３月５日（土）
11 時～ 11 時 30 分。てぶくろ
人形や絵本の読み聞かせ。対象
は幼児とその家族。

《おはなしのろうそく》３月 19
日（土）。小学生…10 時 30 分
～ 11 時、４歳以上…11 時５分
～ 11 時 30 分。ろうそくをとも
した部屋でのストーリーテリン
グや絵本の読み聞かせ。
　いずれも無料。申し込み不要。

　対象は市内在住か在勤の女性。
《電話相談》２月 17 日（木）と
24 日（木）10 時～ 16 時。人
間関係や子育て、家庭内での暴
力、介護の悩みなど。専用電話

（65・0056）へ。
《チャレンジ相談》３月２日（水）
11 時～ 16 時、同センター。就
職や起業、グループ活動に関す
る相談、情報提供など。キャリ
アカウンセラーが応じる。先着
４人。託児あり。申し込みは、
前日までに電話で人権啓発推進
室（☎ 66・1022）へ。

《面接相談》３月９日（水）11
時～ 14 時 10 分、同センター。
人間関係や子育て、家庭内での
暴力、介護の悩みなど。カウン
セラーが応じる。先着３人。託
児あり。申し込みは、２月 23
日（水）～前日に電話で同室へ。

　３月９日（水）13 時から市役
所別館。対象は市内在住の高齢
者や障害者とその家族。先着３
人。無料。申し込みは、３月４
日（金）までに電話で高齢・障
害福祉課（☎ 66・1012）へ。

　３月３日（木）と 16 日（水）
10 時～ 16 時、就業支援センタ
ー。対象は 34 歳以下の求職者。
先着各５人。無料。府との共
催。申し込みは、実施日の前日
までに住所、氏名、電話番号を
電話かファクスで同センター（☎
63・0810、ＦＡＸ 62・4589）へ。

《おはなし会》３月２日（水）
15 時～ 15 時 30 分。人形劇や
エプロンシアターなど。対象は
幼児と小学生。

《読書会》３月 17 日（木）13
時 30 分～ 15 時 30 分。作品は
吉村昭著「破獄」。
　いずれも無料。申し込み不要。

体作品など 707 点を展示する教育美術展覧会を開催。
　今年は、府教育委員会などが主催の教育美術展覧
会（中部展）も同時開催され、訪れた市民らは子供
たちの個性豊かな力作に感心した様子で見入ってい
ました。       　          　　　　　　　《学校教育課》

《Music Festival 2011》３月 13
日（日）13 時から総合文化会館。
地元で活動中の８団体が出演。全
席自由。500円（中学生以下無料）。

《テレサの羽根～エンレイ・コ
ンサート》６月 26 日（日）14
時から総合文化会館。全席指定。
5,000 円。３月 20 日（日）発売。
未就学児は入場不可。

《舞鶴プランナーズ ’21 スタッ
フ募集》総合文化会館や市民会
館で開催する催しでの受け付け
や客席案内、ミニコンサートや
文化活動を育成・支援する事業
の企画・運営。対象は市内在住
か在勤で文化・芸術・芸能に興
味がある人。定員 15 人程度（多
数の場合選考）。申し込みは、２
月 17 日（木）～３月 15 日（火）
に所定の用紙（総合文化会館、
市民会館に備え付け）で。

《文化団体育成支援事業を募集》
対象は次の要件を満たす団体か
個人。❖ 15 人以下の団体か個人
で入場無料の公演ができる❖１
時間以上の公演ができる❖３年
以上活動している❖過去３年間
に自主公演をしていない。募集
は３組程度（多数の場合抽選）。
申し込みは、６月 30 日（木）ま
でに所定の用紙（総合文化会館、
市民会館に備え付け）で。

　３月５日（土）13 時から市政
記念館。民生委員・児童委員や
ボランティア活動など長年にわ
たり社会福祉の増進に貢献した
人の表彰と表彰されるボランテ
ィア団体の活動内容の紹介。問
地域福祉推進課（☎66・1011）、
社会福祉協議会（☎ 62・7044）

　２月 27 日（日）13 時から市
政記念館。パパ料理研究家で㈱
ビストロパパ代表取締役の滝村
雅晴さんによる講演「パパ料理で、
ママと子ども、そして地域を笑顔
に」。加佐地域子育て支援協議会
による活動報告も。入場無料。申
し込み不要。託児あり（２月 18
日（金）までに予約が必要）。問
舞鶴子ども育成支援協会事務局

（子ども支援課内、☎66・2004）

　２月 25 日（金）13 時から
市役所別館。問教育総務課（☎
66・1070）

❖西図書館…２月28日（月）
～３月３日（木）❖東図書
館…３月７日（月）～ 10 日

（木）。蔵書の点検作業のため
休館します。休館中の本の
返却は玄関横の「本のポス
ト」をご利用ください。また、
返却は東・西図書館どちら
でもできます。ご理解とご
協力をお願いします。問東
図書館（☎ 62・0190）、西
図書館（☎75・5406）

《高等学校奨学金》経済的な理由
により高等学校の修学が困難な
人に高等学校奨学金を支給。対
象は、生活保護世帯や市民税非
課税のうち母子・父子・児童・
障害者・長期療養者世帯の高校
生。支給要件あり。１次申請は
２月 28 日（月）まで（新１年
生で入学支度金支給対象者に限
る）。２次申請は６月１日（水）
～７月１日（金）。

《技能修得資金》経済的な理由に
より技能修得が困難な人に技能
修得資金を支給。対象は、専門学
校などの技能修得施設に修学す
る府内在住の学生。支給要件あり。
１次申請は３月 23 日（水）まで。
２次申請は４月 20 日（水）まで。
問中丹東保健所（☎ 75・0856）

　来春採用。応募資格は来年４
月１日現在 18 ～ 26 歳。試験は
５月 21 日（土）。申込期限は５
月６日（金）。問自衛隊舞鶴地域
事務所（☎ 63・3272）

　赤い羽根共同募金（平成 22
年 10 月１日～ 12 月 31 日）と
歳末友愛運動（同 11 月 21 日～
12 月 20 日）でお寄せいただい
た貴重な寄付は、子どもや高齢
者、障害のある人などの福祉活
動に活用されます。ご協力あり
がとうございました。
▪赤い羽根共同募金（1,166
万 7,167 円）❖高齢者福祉活
動❖障害児・者福祉活動❖児童・
母子・父子福祉活動❖ボランテ
ィア活動など。
▪ 歳 末 友 愛 運 動（603 万
3,589 円）❖在宅対象者への贈
与❖地域福祉・在宅福祉サービ
ス事業❖福祉・障害者団体への
助成❖児童養護施設・認可外保
育園への助成❖ボランティア友
愛訪問活動への助成など。

《共同募金会（社会福祉協議会）》

　京都府警察の
新しいシンボル
マスコットが平
安時代初期から
京都の治安維持
に当たった役人

「検
け び い し

非違使」を
モ デ ル に し た

　３月４日（金）13 時～ 16 時、
商工観光センター。舞鶴市、小
浜市・高浜町・おおい町（いず
れも福井県）などにある事業所
が参加。対象は今春大学等卒業
予定者、40 歳未満の求職者（福
祉・介護職の希望者は年齢制限

なし）。無料。申し込みは、最寄
りのハローワーク（当日会場で
も受け付け）へ。問ハローワー
ク舞鶴（☎ 75・8609）

　２月 28 日 ( 月 )14 時から商
工観光センター。問都市計画課
( ☎ 66・1048)　　

　３月 30 日（水）まで由良川
学園と加佐診療所。４月１日(金）
～６月 30 日（木）、同学園。い
ずれも９時～ 16 時。加佐の民
話や伝説をまとめた冊子「まい
づる加佐 ふるさとのお話（文・
飯田和子さん、絵・田中寛さん）」
の挿絵の原画（３月 30 日まで
40 点、４月１日から６月 30 日
まで 30 点）を展示。入場無料。
問加佐地域福祉センター（同学
園内、☎ 82・1920）

　３月５日（土）15 時～ 16 時
30 分、商工観光センター。京

 

　日本笑い学会「笑いの講師団」
の川柳作家・山本吉蔵さんを講師
に笑いと健康についての講演会
を開催。日時などは次のとおり。
▪日時　３月９日（水）13 時
30 分～ 15 時

　２月 24 日（木）９時～ 11
時 15 分。歯の話や歯科健診、

保健センターから
☎ 65・0065

介護予防講演会「笑いと川柳～笑いの効用～」

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

子育て支援基幹センター
（☎ 62・0103）

勤労者福祉会館
（☎ 77・1212）

男女共同参画センター
（フレアス舞鶴）の無料相談

高齢者・障害者権利擁護相談

若者向け就職個別相談

男の生き方講座
～第二の人生の楽しみ方～

【東図書館】〈一般書〉一刀斎夢録 上・下／浅田次郎。海に沈んだ町／三崎亜記。白虹／大倉崇裕。僕と妻の 1778 の物語／百瀬しのぶ。烙印／天野節子。馬を盗みに／ペール・ペッテルソン。〈児童書〉せいぎのみかたドラフラ星人の巻／みやにしたつや。チャレンジミッケ！⑦パイレーツ／ウォルター・ウィック。
【西図書館】〈一般書〉ピースメーカー／小路幸也。醜聞の作法／佐藤亜紀。ごきげんタコ手帖／中野翠。はばたけ、佑樹／斎藤しづ子。家族新聞／浅田政志。病気知らずの運動法／山本ケイイチ。三国志合戦事典／藤井勝彦。〈児童書〉あぶくたった／さいとうしのぶ。ガフールの勇者たち１～ 11 ／キャスリン・ラスキー。

障害のある人の福祉サービス
重複利用者などの負担を軽減

表①　重複利用者への支給にかかる総合上限額
所得階層区分 総合上限額（月額）

生活保護世帯 ０円　

市民税非課税世帯

収入が年間 80 万円（障害基礎年金２級相
当）以下 7,500 円　
障害基礎年金１級および特別障害者手当のみ
上記以外 12,300 円　

市民税課税世帯
市民税所得割 16 万円未満 18,600 円　
市民税所得割 16 万円以上 37,200 円　

所得階層区分 負担上限額（月額）

生活保護世帯、市民税非課税世帯 ０円　
市民税課税世帯 37,200 円　

表②　高額障害福祉サービス費の支給にかかる負担上限額

　２月 25 日（金）～３月６日（日）
９時～ 17 時、まいづる智恵蔵と
北東アジアアートセンター（八島
商店街内）。幼稚園や保育所・園
に通う子どもや市民の作品など
約 600 点を展示。入場無料。問
まいづる智恵蔵（☎66・1035）

　障害のある人が福祉サービ
スを利用した際にかかる負担
を軽減するため、負担額が所
得区分ごとに定めた上限額を
超えた場合に、次のとおり償
還（払い戻し）します。
▪対象　平成 22 年３月～
23 年２月の利用分
▪内容

《重複利用者への支給》次の
福祉サービスを同じ月に重複
して利用し、負担額（月額）
の合計が府・市が定める上限
額（表①）を超えた分を支給。
対象となるサービスは、❖在
宅生活者の障害福祉サービス
❖自立支援医療（更生医療・
育成医療・精神通院医療）❖
補装具。

《高額障害福祉サービス費の
支給》❖同一世帯に、障害福
祉サービス（介護給付・訓練

等給付）や児童福祉法に基づ
く障害児施設を利用する人が
複数いる❖市民税課税世帯で
障害福祉サービスと介護保険
のサービスを併せて利用して
いる人がいる場合に、負担
額（月額、高額介護サービス
などにより償還された費用や
食・光熱水費などの実費負担
額は除く）の合計が国が定め
る上限額（表②）を超えた分
を支給。
▪申請方法　印鑑と通帳（振
込先の口座番号が確認でき
るもの）、利用したサービス
の領収書を持参し３月 15 日

（火）までに高齢・障害福祉
課か西支所保健福祉係へ。
問同課（☎ 66・1033、ＦＡＸ
62・7957）、同係（☎ 77・
2253、ＦＡＸ 77・1800）

　２月 26 日（土）10 時～ 14 時、
中総合会館。対象は知的な障害が
ある成人。定員 10 人（多数の場

　３月２日 ( 水 )13 時～ 15 時、
中総合会館。講師は中保育所給食
調理員の松島市子さん。先着 30
人。無料。申し込みは、２月 23
日 ( 水 ) までに電話でシルバー人
材センター (☎64・3233) へ。

　３月６日（日）10 時～ 11 時
30 分、市政記念館。倫理研究所
の松島慶子さんが「じっと見つ
める」をテーマに家庭の意義や
夫婦・親子のあり方について講
演。参加費1,000円。申し込みは、
２月 28 日（月）までに電話で
家庭倫理の会舞鶴市の近藤さん

（☎ 62・0050）へ。

まち
話題
の
★★★

ひな祭り雛
ひな

人形展

はらぺこ倶楽部（料理教室）

乳幼児期の食生活教室

舞鶴と丹後の歴史講演会

家庭倫理講演会

　市民らが中心となって市内
の小・中学校の校歌や懐かし
の校舎の写真などを収録した
DVD「舞鶴市立小中学校 校
歌」を制作しました。
　まちづくり市民団体「モナ
ミゼミ」や市 PTA 連絡協議
会など８団体で構成する実行
委員会が、各校の歴史を後世に残すとともに卒業生に母校を思
い出してもらえるよう企画したもの。
　DVD は休校・閉校の学校を含め全 37 校を東・西地区に分け
て収録。校歌は各校の在校生が歌い、閉校した学校はコーラス
グループが歌いました。DVDは１セット２枚組で市民からの協
賛金で1,600セットを制作。協賛者や各小・中学校、各公民館、
東・西図書館などに配布しました。
　入手を希望される人は、２月 20 日（日）までの 13 時～ 17
時にモナミゼミ事務局（喫茶「モナミ」内、☎ 75・0206）へ。
協賛金1,000円と引き換え。在庫がなくなり次第終了。

▲各校の校歌や写真が収録されたDVD

▲新しいマスコ
ットデザインの

「検非違使」

　２月５日と
６日、総合文
化会館で舞鶴
幼稚園と市内
の小・中学校に
通う園児・児
童・生徒の絵
画や版画、立 ▲個性豊かな作品を見学する来場者

中央公民館（☎62・0400）

西公民館（☎75・6501）

南公民館（☎62・0288）

加佐公民館（☎83・0014）

大浦会館（☎68・2010）

城南会館（☎78・1800）

都丹後学会代表で丹後ふるさと
観光大使の坂本与一郎さんによ
る講演「日本の歴史にかかわっ
た舞鶴の偉人達」。先着 100 人。
無料。申し込みは、２月28日（月）
までに電話で日本政策金融公庫
舞鶴支店（☎ 75・2211）へ。

合抽選）。参加費 500 円。当日の
ボランティア（高校生以上）も募
集。申し込みは、２月 23 日（水）
までに電話かファクスで地域生活
支援センターみずなぎ（☎ 64・
3766、ＦＡＸ 64・3658）へ。

フッ素塗布。❖２歳６か月児（平
成 20 年４月１日～９月９日生
まれ）…先着 20 人❖２歳児（平
成20年11月18日～21年３
月４日生まれ）…先着 30 人。い
ずれも参加費 300 円。各１回の
み参加可。申し込みは、２月 17
日（木）～前日に電話で。

▪場所　中総合会館　
▪対象　市内在住の 65 歳以上
▪定員　先着 200 人
▪入場料　無料
▪申し込み方法　３月４日（金）
までに電話で。

デザインに決定（上図）。愛称
を募集します。愛称は次の要件
を満たすもの。❖新デザインの
イメージにふさわしい❖発音が
しやすく、親しみが感じられる
❖他に使用されている名称を模
倣したと疑われない❖他に応募
していない。応募は、応募用紙
に必要事項を記入し、２月 24
日（木）までに投票箱へ（応募
用紙と投票箱は、舞鶴警察署本
庁舎・東庁舎、各交番・駐在所
などに備え付け）。問同署（☎
75・0110）

東・西図書館を臨時休館
新たな趣味 見つけませんか新たな趣味 見つけませんか
23年度の受講生を募集


